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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

赤
い
煉
瓦
造
り
に
ア
ー
チ
形
の
窓
、
慶

應
義
塾
図
書
館
旧
館
の
堅
固
に
し
て
優
美

な
姿
は
、
１
０
０
年
に
わ
た
り
多
く
の
塾

生
、
塾
員
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
特
に
三

田
で
学
ん
だ
塾
員
に
と
っ
て
は
、
母
校
を

思
う
と
き
脳
裏
に
浮
か
ぶ
そ
の
存
在
感
は

大
き
い
。
塾
外
の
人
た
ち
が「
慶
應
義
塾
」

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
に
も
、
こ
の
建
物

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

義
塾
に
お
い
て
「
図
書
館
」
の
名
称
が

使
わ
れ
始
め
た
の
は
、
１
９
０
５
（
明
治

38
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
塾
員
で
あ
り
、

社
会
学
の
教
授
で
あ
っ
た
田た

中な
か

一か
ず

貞さ
だ

の
初

代
図
書
館
監
督
（
館
長
）
就
任
と
と
も
に
、

そ
れ
ま
で
書
籍
館
あ
る
い
は
書
館
と
呼
ば

れ
て
い
た
図
書

室
の
名
称
を

「
図
書
館
」
と

改
め
た
こ
と
が

そ
の
嚆こ
う

矢し

だ
。

　

こ
の
頃
よ
り

本
格
的
な
図
書
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
機

運
が
高
ま
り
、
今
か
ら
１
０
０
年
前
の

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
、
三
田
山
上
に

ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
図
書
館
が
優
美

な
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

設
計
・
監
督
は
、
曾そ

禰ね

達た
つ

蔵ぞ
う

と
中ち
ゅ
う

條じ
ょ
う

精せ
い

一い
ち

郎ろ
う

。
曾
禰
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド

ル
に
学
ん
だ
日
本
人
建
築
家
の
草
分
け
の

一
人
で
あ
り
、
丸
の
内
オ
フ
ィ
ス
街
の
元

と
な
っ
た
三
菱
煉
瓦
街
を
設
計
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て

い
る
。

　

地
上
２
階

地
下
１
階
の

壮
麗
な
洋
館

に
、
20
万
冊

（
1
9
2
7
﹇
昭
和
２
﹈
年
の
書
庫
増
築
で

45
万
冊
に
）
の
収
蔵
能
力
と
、
２
０
０
席
余

り
の
閲
覧
席
を
擁
す
る
仕
様
は
、
当
時
の

大
学
図
書
館
と
し
て
他
に
類
の
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
意
匠
は
、
明
治
建
築
の

面
影
を
色
濃
く
残
す
も
の
で
あ
り
、
現
在

は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

図
書
館
旧
館
に
は
、
デ
ィ
テ
ー
ル
に
も

目
を
見
張
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
正
面
に

向
か
っ
て
右
端
に
高
く
そ
び
え
る
八
角
塔

は
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
存
在
で
あ
り
、

建
物
全
体
の
美
観
を
見
事
に
引
き
立
て
て

い
る
。
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
大
時
計
も
、

慶
應
義
塾
図
書
館
開
館
１
０
０
年

一
世
紀
に
わ
た
り
親
し
ま
れ
る
、
義
塾
の
シ
ン
ボ
ル

義
塾
創
立
50
年
を
記
念
し
て
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
竣
工
し
た
図
書
館
旧
館
。

今
年
５
月
に
開
館
１
０
０
年
を
迎
え
る
煉
瓦
造
り
の
優
美
な
建
物
は
、
義
塾
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

一
世
紀
に
わ
た
り
塾
関
係
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

堅
固
に
し
て
優
美
な

ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
建
築

明
治
建
築
の
特
徴
を
伝
え

現
在
は
国
の
重
要
文
化
財

書籍館書庫［1891（明治 24）年頃］

図書館遠景［1912（明治 45）年頃］

写真：慶應義塾図書館所蔵

上部に「創立五十年紀念 慶應義塾圖書館」
と刻まれた正面玄関
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外
観
に
調
和
を
も
た
ら
す
ア
ク
セ
ン
ト
と

し
て
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
文
字
盤
に
は
、

数
字
で
は
な
く
、
ラ
テ
ン
語
で
「
時
は
過

ぎ
ゆ
く
」
を
意
味
す
る
「
Ｔテ

ン

プ

ス

Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ

Ｆフ

ギ

ッ

ト

Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
」
の
11
文
字
が
刻
ま
れ
、
12

時
の
位
置
に
は
砂
時
計
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
関
東
大
震

災
で
は
、
外
壁
に
亀
裂
が
入
っ
た
程
度
で

済
ん
だ
が
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の

空
襲
で
は
、
焼
夷
弾
落
下
に
よ
り
屋
根
が

抜
け
、
内
部
が
炎
上
す
る
被
害
を
受
け
た
。

た
だ
し
、
空
襲
に
備
え
て
図
書
の
多
く
を

疎
開
さ
せ
て
い
た
ほ
か
、

被
災
時
の
特
設
防
護
団

員
の
活
躍
に
よ
り
、
書

庫
へ
の
延
焼
や
貴
重
資

料
の
焼
失
は
免
れ
た
。

１
９
４
９
（
昭
和
24
）

年
に
は
修
築
工
事
が
行

わ
れ
、
元
の
姿
を
取
り

戻
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
蔵
書
数
は

増
加
を
続
け
、
書
庫
の

狭き
ょ
う

隘あ
い

化
が
喫
緊
の
課

題
と
な
る
。
こ
の
問
題

に
対
応
す
べ
く
、
１
９

６
１
（
昭
和
36
）
年
に

二
度
目
の
書
庫
増
築
が

行
わ
れ
、１
９
８
２（
昭

和
57
）
年
に
は
三
田
・
第
二
校
舎
跡
地
に

図
書
館
新
館
が
開
館
し
た
。

　

図
書
館
と
し
て
の
機
能
の
多
く
を
新
館

に
譲
っ
た
旧
館
だ
が
、
現
在
も
書
庫
と
し

て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
塾
生
、
研
究
者
が

熱
心
に
調
べ
も
の
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
館
内
の
一
部
は
転
用
さ
れ
、
例
年

１
月
10
日
の
福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
に
合

わ
せ
て
催
し
が
行
わ
れ
る
展
示
室
や
、
福

澤
先
生
お
よ
び
義
塾
の
歴
史
に
関
す
る
調

査
研
究
を
行
う
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
置
か
れ
て
い
る
。
竣
工
か
ら
一
世
紀
が

経
と
う
と
す
る
今
も
な
お
、
義
塾
の
重
要

な
施
設
と
し
て
活
躍
中
だ
。

　

開
館
１
０
０
年
を
迎
え
る
今
年
、
８
月

末
か
ら
10
月
に
か
け
て
新
館
で
の
記
念
展

示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

地
震
、
戦
災
を
乗
り
越
え
、

今
も
塾
生
が
学
ぶ
現
役
図
書
館

空襲の被害に遭ったホール［1945（昭和 20）年］

竣工当時の図書館全景
［1912（明治 45）年］

11 文字のラテン語が刻まれた
正面の大時計


